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　同社の特徴として、多岐にわたる事業分野と強固な
顧客基盤があります。主な事業は建物の「中身」（＝
建築設備）を扱っており、ビル空調衛生、産業空調、
電気・情報通信、スマートビルソリューション、ファ
シリティシステム、機械システム、環境システム、不
動産事業など幅広い事業分野を展開しています。そし
て、94年という長い歴史の中で信用力と強固な顧客基
盤を築き、自動車、電機、医薬・医療、地方自治体、
空港、インフラ事業など様々な業界のニーズに応えて
います。
　2025年に創立100周年を迎える三機工業は、100周
年に向けた長期ビジョン“Century 2025”を策定し
ました。2016 ～ 2018年度を『質』を高める３年間、
2019 ～ 2021年度を『信頼』を高める３年間、2022 ～
2025年度を『選ばれる』４年間とし、この10年間で「質」
と「信頼」をさらに高め、お客さまからもっと「選ば
れる会社」を目指しています。

三機テクノセンターの役割
　高い技術力の継承と発展を推進する研修・研究・研
鑽の場として、2018年10月に「三機テクノセンター」
が誕生し、同社グループの技術を紹介するテクノプラ
ザ、研修エリア、研究エリア（Ｒ＆Ｄセンター）、宿
泊施設などの機能を備えています。同センターでは、
同社社員だけでなく、協力会社の従業員も活用できる
機会を積極的に設け、グループ全体の人と技術の「質」
のさらなる向上に欠かせない施設として重要な役割を
担っています。研修参加者に体感して覚えて帰っても
らうことが重要であるとの考えから、人事研修や資格
取得対策などの座学研修に加え、「技術・技能研修エ
リア」と「安全体感エリア」を設置し、必ず技術や技
能を身に付けて現場で生かしてもらうためにより実践
的な研修を実施しています。
　さらに、同センターは、地域に開かれた施設として、
大和市と締結した協定に基づき、災害時の帰宅困難者
の受け入れ体制を構築しています。また、施設内にあ
る「三機環境園」は、近隣住民の憩いの場、子どもた
ちの安全な遊び場として開放しています。さらに、大
和市の職員や神奈川県労働基準局の局員に防護服やマ
スクの着用方法を教育するなど有事の際に対応いただ
けるよう様々な研修を実施しています。技術で貢献す
るだけでなく、同社のノウハウを地域社会にも展開し

●	三機工業からの説明

三機工業の概要
　三機工業は、1925年に旧三井物産株式会社 機械部
から独立して創立し、現在においても三井グループの
一員であり、グループをけん引する存在の二木会（三
井グループの中核を担う25社）に属しています。創立
当時は暖房機器の設置工事からスタートし、現在の
東レである東洋レーヨンから大型工事を受注して大き
く成長しました。戦時中は電気抵抗溶接鋼管や航空機
部品などの製造業に進出し、戦後の高度成長期には
サッシ製造をはじめ上下水処理設備やごみ処理施設の
設計・施工など様々な事業を展開しました。バブル期
には建築設備を中心に情報通信事業やファシリティシ
ステム事業などの新規事業にも取り組み、バブル崩壊
後の苦しい時代においても海外に拠点を置くなど総合
力で乗り越え、現在の総合エンジニアリング企業へと
成長しています。

「技術」と「人」を磨き、より「質」を
高める総合開発拠点とは
12月６日、三機工業の三機テクノセンター（神奈川
県大和市）で「企業と生活者懇談会」を開催し、社
会広聴会員12名が参加しました。まず、三機工業か
ら、創業94年目を迎える歴史と現在の建築設備事業
を中心とする様々な事業分野について、続いて、三
機テクノセンターの役割について説明を受けまし
た。その後、同センターで、幅広い技術を紹介する
テクノプラザや、実践的な技術・技能・安全意識を
体系的に学ぶ研修エリアを見学し、最後に質疑懇談
を行いました。
三機工業からは、三機テクノセンターの泉和男執行
役員三機テクノセンター長、藤井雅則副センター長、
田島泰治管理部専門部長、経営企画室の小吉省吾課
長、加藤京氏が出席しました。

第231回【神奈川　2019年12月６日】

三機工業株式会社
三機テクノセンター
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　「省エネルギー」では、世界的な環境問題に対する
動向を受けて、エネルギー診断から設計・施工までを
手掛けるなど、建築物の省エネ対策を総合的にサポー
トする取り組みを紹介しています。高効率な機器に取
り換えるというイメージのある省エネですが、同社は、
高効率システム・最適制御の導入から未利用熱の活用
まで、お客さまのニーズと地域の特性をマッチングさ
せた幅広い省エネ対策を強みとしています。
　「環境」では、持続可能な社会の実現に向けて、上
下水処理、廃棄物処理などの環境インフラ設備やソ
リューションを通じて環境に貢献している同社の取り
組みを紹介しています。環境への取り組みの一環とし
て、手付かずの自然が残る南極の環境保全にも取り組
んでいます。南極との関わりは、1957年に第２次南
極観測隊にローラコンベヤを提供したことから始まっ
ています。南極の環境保護に関する議定書が採択され
た1991年以降、同社から社員が国立極地研究所に出
向し、南極観測隊員として昭和基地における廃棄物管
理や排水処理など環境保全の側面から協力・支援して
います。
　「テクノプラザ」や「ＣＢⅢ」の見学で、ＳＤＧｓ
が掲示する中長期的な社会課題に対し、同社グループ
の事業活動を通じて貢献していることについて理解を
深めることができました。

技術を継承する「技術・技能研修エリア」
　技術・技能研修エリアは、同社の保有する技術力を
将来に向け継承させることを目的とした空間です。技
術・技能研修では、施工現場を再現したモックアップ

（模型）や実機を活用し、従来現場でしか習得しきれ
なかった実践的な技術・技能を、「経験知」として受
講生に身に付けてもらいます。同エリアには、建築設
備事業（空調・衛生・電気）、プラント設備事業（機械・
環境）の５つの教育エリアが備えられています。例え
ば、空調エリアでは、ビル空調で必要な空調設備を設
置し、研修生は設備状況を確認し空調システムについ
て学ぶことができます。この５つの教育エリアでは、
施工に関する手順書など平面だけでは分からない設備
を実際に見ることで、技術と技能を習得させることが
でき、新入社員や若年層に対しては全ての分野を学習
させることで質の高いエンジニアの育成を目指してい
ます。

ていくことで、地域貢献の拠点としての役割を果たし
ています。

●	見学の様子

技術を伝える「テクノプラザ」と世界最速「ＣＢⅢ」
　テクノプラザでは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
をコンセプトにした「快適性」「産業」「省エネルギー」

「環境」の４つのブースで、同社の技術について学び
ました。
　「快適性」では、人間の活動における暑さや寒さな
どの不快要因を取り除き、活動に適した環境を提供す
る技術を紹介しています。病院の病室や学校の体育館
といった様々な空間が再現されたブースで、実際に設
置された設備による最適環境を体感することができま
した。
　「産業」では、クリーンルーム技術、輸送技術など
の最先端産業を支える独自の技術を紹介しています。
例えば、自動車が全天候で機能するかを試験する環境
をつくり出すための環境試験室や、空港を支える高度
な手荷物搬送技術があります。特に、搬送設備試験室
で見学した、国際空港や大型物流センターの高速搬送
仕分け装置として開発を進めている「クロスベルト
ソータＣＢⅢ」は、世界最速の毎分240メートルで走
行し、１時間当たりの仕分け能力が最大１万6900個
と高い性能を有しています。さらに、ＡＩ（人工知能）
やＩｏＴ（モノのインターネット）を活用した事前ト
ラブル予知システムなど最新技術も採用しています。
実際にＣＢⅢによる搬送仕分け作業のデモンストレー
ションでは、同社の高い技術を目の当たりにしました。

「クロスベルトソータＣＢⅢ」のデモンストレーション
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　間違い探しエリアでは、配管・ダクトや設備機器周
りのモックアップによる間違い探しを行う仕組みが用
意されています。正誤の施工例を対比し、まずは自分
自身で考え、次にグループで視点の違いを生かして考
え、最後に講師が解説することで、より効率的に知識
を習得することができる仕組みになっており、実物を
見て自分で考えることの大切さについても学ぶことが
できました。

安全管理の重要性を実感する「安全体感エリア」
　安全体感エリアは、危険を自ら体感して安全管理の
重要性を知ることを目的とした空間です。安全管理研
修では、疑似体感に加え、日本の安全衛生教育では一
般常識となっている四段階法を生かした内容により、
座学だけでは伝えきれない災害の恐ろしさと予防策の
重要性を伝えています。研修の流れとしては、身だし
なみチェックから始まり、不安全行動チェック、法定
特別教育、墜落災害防止、各種足場体感、ＶＲ（バーチャ
ルリアリティー）などの研修を経て、最後に虎の穴と
いう復習エリアでテストを行い、研修を通じて安全管
理に関する知識が身に付いているかどうかを確認して
います。

　不安全行動チェックエリアでは、不安全な作業を再
現するマネキンを見て、何が不安全行動かを自分で考
えた後、グループで考えます。同社の教えとしては、
他人の行動が不安全行動だと分かっているにもかかわ
らず、指摘しないことが問題であるということを強く
伝えているとのことでした。
　同社からは、安全に関する教育を広く一般に共有し
たいとの思いから、自治体だけでなく一般企業など必
要な人たちに研修の場を提供していきたいと考えてお
り、同センターが地域貢献の拠点としての役割を果た
していることがうかがえました。

●	懇談会の概要

	 三機工業の施工実績について教えてください。
	 普段一般の方が目にしない身近なところで当社の

システムが活躍しています。東京ステーションホ

テルのレストランでは、食事の妨げにならないよ

うに、床からやわらかな風が吹き出す空調が設置

されています。また、自動車やスマートフォンは、

当社が施工した試験室やクリーンルームで性能試

験や製造されているものも多く、間接的に当社設

備を利用いただいています。さらに、成田空港の

旅客手荷物搬送システム、砂町水再生センター（東

京都）や大和市北部浄化センターの超微細気泡散

気装置（エアロウイング）など、当社はエンジニ

アリングを通じて最適環境を提供しています。

	 どのように新規事業に取り組んでいますか。
	 明確なルールや規定は設けておらず、基本的にお

客さまのニーズから新規事業が生まれています。

例えば、当社のクリーンルームについて、お客さ

Q

Q

A

A

間違い探しエリアで正誤の施工例を対比

ＶＲエリアにおける足場作業の安全確認を体験

マネキンにより再現された不安全行動を確認
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まから「クリーンルームをつくりたいが、三機工業

でできないか」とのご要望をいただき、当時日本

初の大規模クリーンルームを手掛けることとな

り、現在の事業につながっています。お客さまの

ニーズに合わせてシステムを構築していくこと

が、総合エンジニアリング企業である三機工業が

提供できる価値であると考えています。

	 産官学連携の事業を教えてください。
	 名古屋大学と連携した事例で、名古屋大学医学部

附属病院病棟等ＥＳＣＯ事業があります。省エネ

設備導入と施設運用改善により、年間7200トンの

ＣＯ２削減（2016年度実績）を達成するなどの高い

省エネ効果を実現した国内初の管理一体型ＥＳＣＯ

事業です。また、東北大学、香川高等専門学校、

高知工業高等専門学校、日本下水道事業団、高知

県須崎市と、国土交通省国土技術政策総合研究所

からの委託研究であるＢ-ＤＡＳＨプロジェクト

（下水道革新的技術実証事業）として、省エネル

ギーで安定した水質を確保できるのが特長である

DHSシステム（水量変動追従型水処理技術）の共

同研究を行いました。

	 社会貢献活動について教えてください。
	 地域防災活動への参加、環境美化活動への参加、

次世代育成支援として環境セミナーの実施をして

います。また、大和市との災害時に関する協定の

締結、「三機の森」の育樹活動、スポーツ・活性

化支援として聴覚障がい者（デフ）ラグビー日本

代表チームや大和市女子サッカーチーム「大和シ

ルフィード」のオフィシャルスポンサーになって

います。その他、当センターでの見学会を開催し

たり、台風被害による施設周辺の清掃を行ったり

するなど、今後も地域の方々と積極的にコミュニ

ケーションを図り、地域参画と発展への貢献を目

指していきます。

●	参加者からの感想

▶�ビルの空調システム、空港の手荷物搬送システム、
ごみ焼却施設などの設備を提供されており、三機工
業が私たちの日常生活に密着している企業であるこ
とが分かりました。

▶�研修の最後に行われる「虎の穴」での試験について、
合格点が100点であるとお聞きし、いかに安全最優
先の考えを大切に教育されているのかという点が、
深く印象に残りました。

▶�総合エンジニアリング企業としての使命感を持ち、
現場作業の技術と安全のさらなる向上のために、三
機テクノセンターの開設など様々な投資をされてい
ると知り、三機工業の考え方に感銘を受けました。

▶�実物を目で見て触ることで知識を増やし、「現場で
はできない失敗」を何度でも体験できる三機テクノ
センターは、エンジニアにとって最高の学びの場で
あると思います

▶�身近なところでたくさんの地域貢献をされていて、
素晴らしい企業であると感じました。

（文責　主任研究員　鴨奥琴）

●三機工業 ご担当者より●

　三機工業は、生活者の皆さまが日頃あまり目にしな
いところで様々な設備・技術を提供するエンジニアリ
ング企業ですが、見学・懇談を通して社会的役割や事
業について理解を深めていただけたかと思います。ま
た、皆さまから貴重なご意見をいただき、大変有意義
な会となりました。当社は現在、情報発信の強化を進
めておりますので、今後もこのような機会をつくって
いきたいと思います。本当にありがとうございました。
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懇談会の様子


